
令和３年度第１回大船渡市地域公共交通会議 議事録 

 

１ 開催日時及び場所 

   ○日時 令和３年６月 30 日（水） 午後１時 30 分～３時 

   ○場所 大船渡市民交流館・カメリアホール 多目的ホール 

２ 委員数 29 名 

３ 出席者 

 ○委員 23 名 

   ・山 下 剛 毅（岩手県交通株式会社）代理：小岩洋一 

   ・菅 野   均（岩手県タクシー協会気仙支部） 

   ・佐々木 清 隆（岩手県交通労働組合大船渡支部） 

・只 野   翔（大船渡市社会福祉協議会）代理：堺 恵 

   ・岡 﨑 純 也（大船渡市ＰＴＡ連合会） 

   ・村 上 卓 志（岩手県高等学校ＰＴＡ連合会気仙地区連絡協議会） 

   ・志 田 恵 子（大船渡商工会議所） 

   ・金 野 律 夫（大船渡市地区公民館連絡協議会） 

   ・小野寺   実（東北運輸局岩手運輸支局） 

   ・馬 場 真 也（東北運輸局岩手運輸支局） 

   ・小 野 和 栄（南三陸沿岸国道事務所大船渡維持出張所） 

   ・今 野 善 文（大船渡地域振興センター地域振興課）代理：三浦寿希哉 

   ・古 舘   衛（大船渡土木センター道路整備課） 

   ・宇佐美 誠 史（岩手県立大学総合政策学部） 

   ・宇 野   宏（東日本旅客鉄道株式会社盛岡支社気仙沼ＢＲＴ営業所） 

   ・山 蔭 康 明（三陸鉄道株式会社大船渡派出所） 

   ・佐 藤 李 沙（大船渡市観光物産協会） 

   ・武 田 英 和（大船渡市企画政策部）代理：伊藤晴喜 

   ・新 沼   徹（大船渡市協働まちづくり部） 

   ・下 田 牧 子（大船渡市市民生活部） 

   ・金 野 久 志（大船渡市保健福祉部） 

   ・阿 部 博 基（大船渡市都市整備部） 

   ・遠 藤 和 枝（大船渡市教育委員会） 

   ○事務局（大船渡市商工港湾部企業立地港湾課） ５名 

    商工港湾部長：今野勝則、企業立地港湾課長：伊藤喜久雄 

課長補佐：花崎誠、係長：今野宏、主事：伊藤大 

４ 議事の経過（協議内容等） 

 (1) 開  会  今野部長の司会により進行する。 

          はじめに出席者名簿により出席委員 23 名を紹介。 



 (2) 会長挨拶 （会長互選後挨拶） 

 (3) 報  告   

   「令和２年度大船渡市公共交通実証実験の結果報告について」 

   「令和２年度大船渡市地域公共交通計画策定支援業務の成果概要について」 

    事務局より報告（資料１・資料２） 

     （質疑意見等なし） 

(4) 協  議 

   「会長の互選について」 

    委員から事務局案があればお願いしますとの声があり、事務局案を提示。 

    事務局から、大船渡市地区公民館連絡協議会会長の金野律夫委員を推薦。 

     （異議なし） 

    大船渡市地域公共交通会議の会長を金野律夫委員に決定。 

    会議の議長は会長が務めることから、ここからの進行は金野会長より進める。 

   「会長あいさつ」 

     ただ今、大船渡市地域公共交通会議の会長をおおせつかりました金野でございます。会長

就任にあたりまして、一言ごあいさつを申し上げます。 

     さて、大船渡市内における公共交通は、震災からの普及を遂げて参りましたが、震災以前

からの人口減少・少子高齢化が進む中、震災後の市民の外出行動の変化や新型コロナウイル

ス感染症による移動自粛など、公共交通を取り巻く環境は厳しい状況でございます。 

     また、今月 10 日に岩手県で発表した、令和２年国勢調査の速報値によると、大船渡市の

人口は 34,739 人となり、５年前と比較してマイナス 3,319 人となったところであり、確実

に人口減少が進んでおります。 

     そのような中、今年度、新たな公共交通計画の策定に向けて、まちづくりと連携した地域

公共交通ネットワークの形成を図り、地域の輸送資源を含めた持続可能な交通体系の構築を

目指すこととしております。 

     本会議が、大船渡市の交通サービスのさらなる充実・発展に貢献し、私も委員の皆様のご

協力を頂きながら、全力でその職務を全うして参りたいと思いますので、よろしくお願いい

たします。 

   「役員の選任について」 

     副会長の指名について、会議設置要綱第５第２項の規定により、会長が指名することとな

っております。副会長には、大船渡商工会議所経営支援部課長の志田恵子さんを指名したい

と思います。 

     （志田さん承諾） 

     続いて、監事２名の指名について、会議設置要綱第 11 第２項の規定により、会長が指名

することとなっております。監事には、大船渡市各種女性団体連絡協議会代議員の千葉エツ

子さん、三陸鉄道株式会社盛駅長の山蔭康明さんの２名を指名したいと思います。 

     （山蔭委員承諾） 



     千葉委員については、本日欠席しておりますが、本人から内諾を得ている旨会長より説明。 

   「令和２年度事業報告並びに収入支出決算について」 

     事務局より説明。 

     山蔭委員より「監査報告」 

     （意見等なし）⇒原案のとおり承認。 

   「令和３年度事業計画(案)並びに収入支出予算(案)について」 

     事務局より説明。 

     （意見等なし）⇒原案のとおり承認。 

   「国庫補助金「地域内フィーダー系統確保維持計画」の申請について」 

     事務局より説明。 

    ［小野寺委員］ 

     今ご説明いただいた国庫補助金の計画については特に問題はございません。だだ、今後の

検討事項としてご提案させていただきます。 

     この後の協議事項に交通計画の策定についてございますが、策定するにあたりまして、フ

ィーダーの計画については 4月の要綱改正により、計画策定の中に盛り込むこととなってお

りますので、来年度の国庫補助金申請にあたっては、交通計画に沿った形で申請いただけれ

ばと思いますのでよろしくお願いいたします。 

    ［事務局：花崎補佐］ 

     来年度の申請時にはそのようにしたいと思います。 

     （その他意見等なし）⇒原案のとおり承認。 

   「越喜来地区デマンド交通実証実験の実施について」 

     事務局より説明。 

     （意見等なし）⇒原案のとおり承認。 

   「大船渡市地域公共交通計画の策定について」 

     事務局より説明。 

    ［宇佐美委員］ 

     従来の網形成計画とどこが違うのかというところが大事な部分であると思います。 

     骨子案の中で記載事項とありますが、観光の振興に関する施策との連携に関する事項など

記載に努める事項もありますので、検討していく必要があるのではないかと。 

     交通ネットワークをどう継続させていくかというところで、バス事業者やタクシー事業者

など運行事業者を集めて議論する場を設けたほうがいいのではないかと思います。 

    ［事務局：今野係長］ 

     骨子案については、輸送資源の総動員ということもありますので、内容については検討し

たいと思います。また交通事業者のヒアリングも予定しており、担当者で直接足を運んで協

議しながら進めたいと思っております。 

    ［宇佐美委員］ 

     事業者別々に話をしてもうまくいかないので、市と交通事業者間で連携するためにも顔を



合わせた場を設けて進めていった方がいいと思う。 

    ［事務局：伊藤課長］ 

     ただいまご提案のあった件については、事務局で検討したいと思います。ありがとうござ

います。 

    ［小野寺委員］ 

     策定体制について、市民意見の反映とありますが、普段からも地域との協議はされてると

思いますので、例えば地域に説明に入った際に、地域からの意見も幅広く拾っていただいて

計画の中に盛り込んでいただければと思います。 

     交通計画は、市の庁舎内だけで作るものではないと思っております。この交通会議の関係

するメンバーも加わって策定することとなっておりますので、委員の皆さんも積極的に意見

を出し合って計画を考えていければと思いますのでよろしくお願いいたします。 

    ［事務局：伊藤課長］ 

     ありがとうございます。市民意見の反映については、色々な場を通じて出された意見につ

いても配慮していきたいと考えております。計画案のとりまとめにつきましては委員の皆様

からも意見を頂戴できればと思いますのでよろしくお願いいたします。 

（その他意見等なし）⇒原案のとおり承認。 

以上をもちまして、４の協議は終了いたします。 

 

その他、皆さんから何かございませんでしょうか。 

    ＜その他意見＞ 

    ［佐藤委員］ 

     この場でお話する内容ではないかもしれませんが、盛駅前のロータリーについてお話した

いと思います。ロータリーには入口と出口の表示があるんですが、それに気付かずに逆走し

て進入する車が少なくありません。特に観光でいらっしゃる方や地元ではない方が多く見受

けられます。あと、夜間分かりづらいのか逆走する車も見受けられます。先日私がロータリ

ーを出ようとした際に、目の前の信号が青信号だったんですけど、前の車が前進せず、赤信

号になってから、手で合図しながら右折して出て行きました。少しタイミングを間違えば、

大きな事故に繋がっていたのではないかとドキッとしました。ロータリーから車で出る際は

信号機が正面にあるわけではないので、視界に入らない運転手もいるのではないかと思いま

す。矢印で表示したり、出口に直進や右折・左折レーンの表示をしたりして分かりやすくす

るのがいいのかなと思いました。運転手の方に一番目に入りやすい方法で表示するのがいい

と思いました。 

     また、車ではないんですが、歩行者の方もロータリーを歩くのが面倒くさいのか、真っ直

ぐに、つっきってしまう人がいて、ベビーカーを引いたまま真っ直ぐ通行しているのを見か

けて危ないなと思っていました。最近は少しずつ観光客も増えてきて、コロナが落ち着けば

観光客も増えることが予想されるかと思います。盛駅前ロータリーの安全対策をしなければ、

大きな事故が起きてしまうのではないかと盛駅関係者で懸念しております。 



    ［事務局：今野部長］ 

     盛駅前の交通広場については、管理の区分もありまして、市で管理している部分と鉄道敷

など土地の問題がありますので、調べさせていただいて、頂いたご意見の内容には、交通安

全の部分も関係してくると思いますので、計画の内容に反映するかどうかも含めて、事務局

で検討させていただきたいと思っております。 

    ～金野会長は、ここで議長の任を終了～ 

 (5) そ の 他  事務局：今野部長 

   その他皆様から何かございませんでしょうか。 

［事務局：今野係長］ 

先程、スケジュールのところでご説明しましたが、次回の交通会議は 10 月に第２回を予定

しております。詳しい日程が決まり次第、委員の皆様にはご案内いたしますので、よろしくお

願いいたします。 

（その他特になし） 

 (6) 閉  会  15 時閉会 


